
令和4年度事業報告

重点項目に対する

達成状況

ご利用者に対するケアが中心になり声掛等のコミュニケーションが疎かになる傾向が見受

けられた。コロナ禍で外出や外泊、面会も制限している中で、ご利用者にとって職員との

会話は非常に大事な心の拠り所になっていることを職員が改めて理解することが必要と考

える。また、感染症が発症した際の対策は職員一人ひとりが確実に実践していく必要があ

る。「組織とは」・「感染症対策」・「ご利用者の安心安全」をテーマとした職員研修を

継続的に実施していくことで介護の質の向上に図っていきたい。

稼働目標に対する

達成状況

新型コロナ感染症のクラスター発生による影響もあり、入院等での退所が絶えず、軽快し

て再入所というご利用者もあったが稼働が下がった。それを補う新規入所者の獲得もでき

ず、元の稼働に戻すまでに半年を要し目標には程遠い結果となった。期の後半には、稼働

数を上げるためのプロジェクトを立ち上げ、少しずつではあるが改善がみられるように

なった。

基本方針に対する

達成状況

コロナ禍で３年間という時間が過ぎ、ご利用者・ご家族の面会の機会が限られている中で

ご利用者・ご家族に寄り添った支援や援助を心がけたが、ご利用者への配慮や、ご家族に

対する連絡が不十分であったこともあり、ご家族の方にご心配をかけ、ご意見として上が

ることもあった。今年度中に全フロアの稼働を稼働する目標は、コロナ禍の影響もあり未

達成となった。

予算執行状況

稼働目標に到達していない為、収入額が予算には全く手が届かなかった。損益分岐点を下

回る稼働状況となったため大幅な赤字となった。

事業およびサービ

ス目標に対する達

成状況

入所とショートステイのベッドの活用の仕方が上手くいかず、ベッド調整が出来ていな

かった。ベッド調整について改革に努めたが改革に繋がらなかった。その為空床利用が確

立できなかったと考える。医療体制については一時的に医師が不在の時期が数か月あった

が、その間は看護師が中心となって職員間の連携を図った。医師が再度着任してからは、

医療体制の再確立と意思疎通を上手く図り、ご利用者のために医療の充実を図っていき

た。障がいを持つ高齢者の介護・看護については、今後も増えると考えられるため「質」

を見直して行く必要がある。看取りに対する職員の意識など今後は研修会を通し更なる質

の向上を進めていきたい。病院と違い心電図モニター等の医療機器はないが、ICT事業に

より新たに導入した眠りスキャンを活用してサービスの向上に努めていきたい。。

その他事業計画に

対する達成状況

ICT  補助金活用により眠りスキャンとカメラを設置することができた。すべての居室にと

はいかないが、必要なご利用者に使用することで安全の確保が出来るようになった。ま

た、各種センサー機能で、職員が一時的に安全を確認できることも夜間帯の精神的負荷の

軽減につながった。長く同じ職場・事業所に勤務することで馴れ合いが生じて、ご利用者

への対応不備が生じることがないよう高齢部内での人事異動を実施した。

恵の杜
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月平均稼働

利用者別の内訳

年間行事等の報告

4月

5月

８７床

稼働実績定員月 稼働目標

１００床

備考欄

3月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

１００床

7月

0

0 0

0 0

12月

1月

2月 １００床

１００床

１００床

１００床

８８床

８８床

８８床

１００床

１００床

１００床

１００床

１００床

１００床

８７床

８７床

８９床

８９床

８９床

８９床

８７床

８８床

3月

要支援1 要支援2 要介護1 要介護2

178

9月

10月

11月

12月

1月

2月

月

4月

5月

6月

8月

0

0 0 8 17

0

要介護3 要介護4 要介護5

26 21 8 0

その他 合計

78062225

78

27 21 10 1 84

7 16

7 19 29 20 11 0 86

0 7 19 30 19 12 0 87

0 1 5 19 27 24 11 0 87

0 0 5 20 26 23 11 0 85

13 0 85

0 0 5 18 16 23 15

0 0 5 20 23 24

0 79

0 77

0 1 5 17 19 23 14 0

6月

7月

8月

9月

10月

14 0 85

4月

0 0 5 21 20 25

79

0 1 5 20 17 24 12

お雛様：各フロアにお雛様を設置。

敬老会：ご家族様への案内はなく、施設内で規模を小さくして実施した。

ハローウィン：各フロアに装飾を施した。

クリスマス：フロアにツリーの設置と装飾を施した。

節分：職員が手作りの衣装をまとい、各フロアを回った。

11月

12月

1月

2月

3月

お花見：天候が悪く、施設周囲の桜見学ができなかった。

端午の節句：毎年恒例の鯉のぼりを掲げた。室内は兜の置物を設置。

スイカ割：時期が悪くスイカを入手できなかった。

花火大会：コロナ感染クラスター認定により中止とした。

5月

７２．０床

７１．０床

７５．１床

７７．２床

８０．５床

７７．８床

７８．６床

７８．６床

７５．５床

コロナクラスター認定

コロナクラスター認定

７１．１床

７４．１床

７５．３床
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